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化学物質の総合的評価のさらなる高度化・迅速化
膨大な数の化学物質が既に生産され、様々な用途に用いられているが、安全性の点検が

行われたのはそのごく一部分である。このため、数万種にも上る化学物質の安全性点検の推進
に向けた評価手法の高度化・迅速化が求められている。

すなわち、構造活性相関やカテゴリーアプローチ等の手法の精度を高め、実用化を目指す。

新規素材による健康影響の評価方法研究の推進

ナノマテリアルの安全対策については、我が国を含めた先進各国が積極的に取り組んで

いる。しかしながら、その評価手法の開発は緒に就いたばかりであり、さらなる研究の推進が

必要。

新たな有害性に関する評価手法の開発の拡充
情動・認知異常という毒性が存在することが示唆され、毒性学的観点からの化学物質の情

動・認知行動に対する影響評価手法の開発に関する研究を昨年度から開始した。情動・認知

異常という毒性の評価は既存の評価方法では対応が困難である。このため、評価手法の開発

を拡充し、体系的な毒性評価システムの構築を急ぐ必要がある。

平成21年度化学物質リスク研究事業の方向性

 
 

 

 

（14）健康安全・危機管理対策総合研究  

 
分野名 健康安全確保総合 

事業名 健康安全・危機管理対策総合研究経費 

主管部局（課室） 健康局総務課地域保健室 

運営体制 大臣官房厚生科学課健康危機管理対策室、健康局生活衛生課並びに

水道課と調整し事業を運営 

 

関連する「第 3期科学技術基本計画」における理念と政策目標（大目標、中目標） 

理念 理念３ 健康と安全を守る 

大目標 目標６ 安全が誇りとなる国 

中目標 (11)  国土と社会の安全確保 

 

１．事業の概要 

(1)第 3 期科学技術基本計画・分野別推進戦略との関係 

重要な研究開発課題 

（ライフサイエンス分野） 

・テロリズムを含む健康危機管理への対応に関する研究開発 

・医薬品・医療機器、組み換え微生物、生活・労働環境のリスク

評価等の研究開発 

（環境分野） 

・国際的に普及可能で適正な先端水処理技術 

研究開発目標 
（ライフサイエンス分野） 

・2010 年までに、NBC テロ・災害への対応体制運用の強化や効率


